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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
秋
田
地
方
協
力
本
部
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、広
報
活
動
や
入
隊
志
願
者
へ
の
対
応

等
に
よ
る
自
衛
官
確
保
の
推
進
、ま
た
、災
害

時
の
自
治
体
等
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、さ

ら
に
は
退
職
隊
員
の
援
護
に
尽
力
さ
れ
、国
民

と
自
衛
隊
を
結
ぶ
窓
口
と
し
て
、任
務
に
精
励

し
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
対
し
、深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　
さ
て
、現
在
の
国
際
状
況
へ
目
を
向
け
ま
す

と
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
東
情
勢

の
悪
化
、台
湾
海
峡
周
辺
の
緊
張
感
の
高
ま

り
、北
朝
鮮
に
よ
る
相
次
ぐ
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
な
ど
、我
が
国
を
取
り
巻
く
情
勢
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

｠

一
方
、国
内
で
は
、地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
る

自
然
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
し
て
お
り
、昨

年
は
本
県
で
も
過
去
に
例
を
見
な
い
記
録
的

な
豪
雨
に
よ
り
、各
地
で
浸
水
被
害
が
続
発

し
、大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
の

際
、入
院
患
者
の
緊
急
輸
送
や
給
水
支
援
等
、

自
衛
隊
の
皆
様
の
迅
速
な
災
害
派
遣
活
動
で

多
く
の
県
民
が
救
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、感

謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
今
後
と
も
、国
の
防
衛
と
い
う
本
来
の
任
務

に
加
え
、国
際
平
和
協
力
活
動
や
災
害
派
遣
活

動
な
ど
に
も
献
身
的
に
従
事
さ
れ
、我
が
国
の

平
和
を
守
る
と
と
も
に
、平
穏
で
住
み
よ
い

「
ふ
る
さ
と
秋
田
」を
築
く
た
め
、一
層
の
御
支

援
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
結
び
に
秋
田
地
方
協
力
本
部
の
益
々
の
御
発

展
と
、隊
員
並
び
に
御
家
族
の
皆
様
の
御
健

勝
、御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、年

頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
協
力
本
部
の
皆
様
、
そ
し
て
自
衛
官
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、
こ
の

日
本
そ
し
て
秋
田
県
の
安
全
と
安
心
の
確
保

に
ご
尽
力
頂
き
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

　
昨
今
、
猛
暑
や
大
雨
災
害
、
そ
の
他
天
災

多
き
我
が
国
に
と
り
、
自
衛
官
の
救
助・復
旧
・

復
興
活
動
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
欠
か

す
事
の
出
来
な
い
も
の
で 

あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
ロ
シ
ア
の
脅
威
は
、
隣
国
と
し

て
非
常
に
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
し
、
中

国
台
湾
有
事
も
同
様
で
す
。

　
我
が
秋
田
県
に
と
っ
て
は
、
日
本
海
の
向

こ
う
は
全
て
脅
威
だ
ら
け…

と
評
価
し
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
、
如
何
に
相
対
す
る
か
を

考
え
る
上
で
、
自
衛
隊
の
存
在
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　
自
衛
隊
の
存
在
の
賛
否
を
議
論
す
る
な
ど
、

最
早
論
外
。

　
よ
り
強
固
で
よ
り
安
全
な
国
防
体
制
を
成

す
た
め
、
今
後
益
々
、
自
衛
官
の
皆
様
の
責

務
は
大
き
く
な
る
事
で
し
ょ
う
。

　
我
々
後
援
会
一
同
も
、
今
後
の
協
力
本
部

の
献
身
的
な
活
動
が
実
を
結
び
、
更
な
る
安

全
と
安
心
を
維
持
継
続
出
来
る
様
、
全
力
で

支
援
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
か
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
新
春
の
候
、謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。旧
年
中
は
自
衛
隊
そ
し
て
地
方
協
力
本
部

へ
の
格
別
の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
夏
は
豪
雨
と
酷
暑
に
苛
ま
れ
た
秋
田
で

す
が
、七
月
の
豪
雨
災
害
の
折
に
は
、自
衛
隊

も
給
水
活
動
や
被
災
し
た
医
療
機
関
か
ら
の

入
院
患
者
の
搬
送
、災
害
廃
棄
物
の
運
搬
等
の

災
害
派
遣
に
よ
り
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。本

年
は
平
穏
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
、昨
今
の
気
候
の
変
化
を
踏
ま
え
日
頃
の
備

え
を
十
分
に
、事
に
際
し
て
は
迅
速
に
地
域
の

皆
様
と
連
携
し
て
対
応
す
る
所
存
で
す
。

　
昨
年
三
月
末
の
着
任
来
、地
域
と
防
衛
省
・

自
衛
隊
の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
、自
衛
隊
の
中

で
最
も
皆
様
に
身
近
な
存
在
で
あ
り
た
い
と

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
各
種
制
限
も
緩
和
さ
れ
、自
衛
隊
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
も
コ
ロ
ナ
前
の
規
模
で
実
施
で
き
、皆

様
と
接
す
る
機
会
も
通
常
に
戻
っ
た
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
、日
々
や
り
が
い
を
感
じ
な
が

ら
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　「
戦
後
、最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環

境
」と
評
さ
れ
る
国
際
情
勢
及
び
我
が
国
周
辺

の
状
況
を
反
映
し
、防
衛
費
の
大
幅
な
増
額
が

見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。他
方
、最
新
の
装
備

等
が
整
い
、Ａ
Ｉ
の
活
用
や
無
人
化
が
進
ん
で

も
人
の
関
与
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。少
子
化
の
克

服
は
我
が
国
の
大
き
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
が
、防
衛
力
を
支
え
る
の
も
最
終
的
に

は
人
の
力
で
す
。地
域
の
繁
栄
と
隊
員
募
集
と

い
う
一
見
相
反
す
る
目
標
で
す
が
、そ
れ
ら
を

両
立
す
る
最
適
解
は
存
在
す
る
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。皆
様
の
知
恵
を
頂
き
な
が
ら
、本
年

も
職
務
に
邁
進
す
る
所
存
、変
わ
ら
ぬ
御
支
援

と
御
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、皆
様
の
御
多
幸
と
御
健
勝
を
祈
念
し
て

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

秋田地本シンボルマーク
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採用年齢
33才未満

国を守る
国家公務員

転職希望者
超大歓迎

自衛官候補生採用試験
第６回

1月15日（月）
1月27日（土）

第７回
2月　5日（月）
2月17日（土）

第８回
2月26日（月）
3月　9日（土）

受付締切

試 験 日

まだ間に合う！今春入隊に

お問い合わせは今すぐ自衛隊秋田地方協力本部募集課まで 018-823-5404

　令和５年７月１日（土）、２日（日）の両日、「のしろみなと祭り」行事と連
携して、海上自衛隊第13護衛隊の支援を受け、艦名由来の地である能代港に
おいて、母港佐世保基地以外では初めてとなる艦艇広報を行いました。
　時折、雨に見舞われる天候となったものの、艦艇の見学や乗員とのふれあい
で大いに賑わいました。また、艦名由来の地である能代市より護衛艦のしろへ
特別住民票が交付されました。

艦艇広報 護衛艦のしろ
入港

一日艦長任命式 入港歓迎式

一日艦長による艦内巡視

ご来場いただきありがとう
ございました。

令和高校３年生　渡邉 美希 さん 能代松陽高校３年生　湯本 愛蘭 さん

入港歓迎の祝辞
能代市自衛隊家族会会長　船山 文雄 氏

護衛艦のしろ艦長
渡邊 真史 ２等海佐

第13護衛隊司令
小林 卓雄 １等海佐

能代松陽高校３年生　柴田 栞奈 さん

護衛艦のしろ一般公開

広報活動だより
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７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
１
カ
月
の
期
間
限
定
で
、
秋
田
駅
前
緑
屋
ビ
ル
１
階
テ
ナ
ン
ト
に
お
い

て
、「
秋
田
駅
前
募
集
拠
点
（
愛
称
「
あ
き
た
駅
前
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」）」
を
初
め
て
開
設
し
ま
し
た
。
　

　
期
間
中
は
、
広
報
官
が
常
駐
し
て
高
校
生
な
ど
来
場
者
に
対
し
自
衛
隊
入
隊
制
度
の
説
明
等
を
行

い
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
内
に
は
陸
・
海
・
空
自
衛
官
の
制
服
や
装
備
品
等
の
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
実
際
に
宿
営
用
天
幕
を
展
張
し
、
そ
の
中
で
の
疑
似
野
営
体
験
や
制
服
の
試
着
体
験
、
屋
外
に
は

自
衛
隊
車
両
の
展
示
な
ど
自
衛
隊
を
直
接
肌
で
感
じ
ら
れ
る
工
夫
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご

来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
田
駅
前
に
お
い
て
募
集
拠
点
を
初
開
設

秋
田
県
内
の
各
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加

　
　
秋
田
地
本
広
報
ブ
ー
ス
展
開
＆
自
衛
隊
車
両
を
展
示

あきた駅前ＢＡＳＥ外観

あきた駅前ＢＡＳＥ内観

８月20日　夏まつり大曲2023（大曲花火通り商店街）

７月30日　サンドクラフト2023ｉｎみたね
（三種町釜谷浜海水浴場）

９月16日　第９回
あきた元気祭り千

秋花火

（三井のリパーク
秋田広小路駐車場

） ９月９日～10日　働く車大集合（秋田ふるさと村）

10月14日　にかほ秋フェスティバル2023
（道の駅象潟ねむの丘）

９月24日　秋田分屯基地航空祭
（航空自衛隊秋田分屯基地）

現役UH60-Jパイロットによる説明

採用年齢
33才未満

国を守る
国家公務員

転職希望者
超大歓迎

自衛官候補生採用試験
第６回

1月15日（月）
1月27日（土）

第７回
2月　5日（月）
2月17日（土）

第８回
2月26日（月）
3月　9日（土）

受付締切

試 験 日

まだ間に合う！今春入隊に

お問い合わせは今すぐ自衛隊秋田地方協力本部募集課まで 018-823-5404

　令和５年７月１日（土）、２日（日）の両日、「のしろみなと祭り」行事と連
携して、海上自衛隊第13護衛隊の支援を受け、艦名由来の地である能代港に
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で大いに賑わいました。また、艦名由来の地である能代市より護衛艦のしろへ
特別住民票が交付されました。

艦艇広報 護衛艦のしろ
入港

一日艦長任命式 入港歓迎式

一日艦長による艦内巡視

ご来場いただきありがとう
ございました。

令和高校３年生　渡邉 美希 さん 能代松陽高校３年生　湯本 愛蘭 さん

入港歓迎の祝辞
能代市自衛隊家族会会長　船山 文雄 氏

護衛艦のしろ艦長
渡邊 真史 ２等海佐

第13護衛隊司令
小林 卓雄 １等海佐

能代松陽高校３年生　柴田 栞奈 さん

護衛艦のしろ一般公開

広報活動だより
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音楽演奏会

６月11日（日）海上自衛隊大湊音楽隊演奏会
（男鹿市民文化会館）
海上自衛隊大湊音楽隊

６月11日（日）海上自衛隊大湊音楽隊演奏会
（男鹿市民文化会館）
海上自衛隊大湊音楽隊

７月23日（日）カダーレ大演奏会
（由利本荘市文化交流館カダーレ）
陸上自衛隊東北方面音楽隊

７月23日（日）カダーレ大演奏会
（由利本荘市文化交流館カダーレ）
陸上自衛隊東北方面音楽隊

10月11日（水）秋田県立新屋高等学校芸術鑑賞教室
（あきた芸術劇場ミルハス）
航空自衛隊北部航空音楽隊

10月11日（水）秋田県立新屋高等学校芸術鑑賞教室
（あきた芸術劇場ミルハス）
航空自衛隊北部航空音楽隊

10月14日（土）第16回三種町町民祭コンサート
（三種町琴丘総合体育館）
陸上自衛隊第９音楽隊

10月14日（土）第16回三種町町民祭コンサート
（三種町琴丘総合体育館）
陸上自衛隊第９音楽隊

高吉建設㈱

大仙市大曲福住町６－６

☎0187-62-4321

大仙市長野字柳田73－3

☎0187-56-2262

㈱丸臣高久建設

湯沢市湯ノ原２－２－51

☎0183-73-7889

㈱秋豊ネットライズ
秋田市土崎港相染町字
浜ナシ山17－20

☎018-857-1761

㈱ヌノタニ
秋田市飯島字穀丁大谷地

253－4

☎018-847-5515



（5）令和６年１月１日 あきた季報 第 3号

音楽演奏会

６月11日（日）海上自衛隊大湊音楽隊演奏会
（男鹿市民文化会館）
海上自衛隊大湊音楽隊

６月11日（日）海上自衛隊大湊音楽隊演奏会
（男鹿市民文化会館）
海上自衛隊大湊音楽隊

７月23日（日）カダーレ大演奏会
（由利本荘市文化交流館カダーレ）
陸上自衛隊東北方面音楽隊

７月23日（日）カダーレ大演奏会
（由利本荘市文化交流館カダーレ）
陸上自衛隊東北方面音楽隊

10月11日（水）秋田県立新屋高等学校芸術鑑賞教室
（あきた芸術劇場ミルハス）
航空自衛隊北部航空音楽隊

10月11日（水）秋田県立新屋高等学校芸術鑑賞教室
（あきた芸術劇場ミルハス）
航空自衛隊北部航空音楽隊

10月14日（土）第16回三種町町民祭コンサート
（三種町琴丘総合体育館）
陸上自衛隊第９音楽隊

10月14日（土）第16回三種町町民祭コンサート
（三種町琴丘総合体育館）
陸上自衛隊第９音楽隊

高吉建設㈱

大仙市大曲福住町６－６

☎0187-62-4321

大仙市長野字柳田73－3

☎0187-56-2262

㈱丸臣高久建設

湯沢市湯ノ原２－２－51

☎0183-73-7889

㈱秋豊ネットライズ
秋田市土崎港相染町字
浜ナシ山17－20

☎018-857-1761

㈱ヌノタニ
秋田市飯島字穀丁大谷地

253－4

☎018-847-5515

　
７
月
25
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、
陸
上
自
衛
隊
第
21
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長 

妹
尾
研
作
１
陸

佐
）の
支
援
を
受
け
、各
種
訓
練
体
験（
救
急
法
・
格
闘
訓
練
・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
等
）、宿
泊
を
伴
っ

た
隊
内
生
活
体
験
、
自
衛
隊
入
隊
制
度
の
説
明
、
隊
員
と
の
交
流
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
陸

上
自
衛
隊
東
北
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
（
隊
長 

上
原
祐
二
２
陸
佐
（
当
時
））
の
支
援
を
受
け
た

航
空
機
（
多
用
途
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ｕ
Ｈ
１‒

Ｊ
）
に
よ
る
体
験
搭
乗
で
は
秋
田
市
上
空
を
遊
覧
飛

行
し
ま
し
た
。

　
８
月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、
航
空
自
衛
隊
秋
田
救
難
隊
（
隊
長 

植
野
英
二
２
空
佐
）
の

支
援
を
受
け
、
各
職
種
体
験
（
航
空
機
・
救
難
消
防
車
・
救
命
装
備
品
等
）、
宿
泊
を
伴
っ
た
隊

内
生
活
体
験
、
自
衛
隊
入
隊
制
度
の
説
明
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ
る
操
縦
士
養
成
制
度
等
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。ま
た
、各
航
空
機（
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ｕ
Ｈ
60‒

Ｊ
・
救
難
捜
索
機
Ｕ‒

125
Ａ
）

の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
な
ど
の
機
内
見
学
を
し
ま
し
た
。

　
９
月
４
日
、
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地
及
び
航
空
自
衛
隊
秋
田
分
屯
基
地
に
お
い
て
、
湯
沢
市

家
族
会
の
部
隊
研
修
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
９
月
14
日
、
航
空
自
衛
隊
松
島
基
地
に
お
い
て
、
由
利
本
荘
市
立
小
友
小
学
校
の
基
地
見
学
を

支
援
し
ま
し
た
。

〜
県
内
高
校
生
対
象
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催
〜

〜
部
隊
研
修
・
見
学
を
支
援
〜

航空機体験搭乗

喫食体験

陸上自衛隊秋田駐屯地にて

航空自衛隊秋田分屯基地にて

格闘訓練体験

救難ヘリコプター　UH60-J
機内見学

救難消防車放水体験

喫食体験

航空自衛隊松島基地にて

ＰＸ（売店）にてグッズの購入 ブルー・インパルス
展示飛行訓練観覧

陸上自衛隊秋田駐屯地にて航空自衛隊秋田分屯基地にて

救命装備品装着体験

秋田市寺内字神屋敷
295－38

☎018-845-2121

秋田市川尻町字大川反
233－117

☎018-862-8686

秋田市川尻町字中島
212－1

☎018-862-3702

㈲新川ボデー

秋田市泉北１－６－51

☎018-866-6881

秋田市川尻町字大川反
233－58

☎018-823-4371
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防災講話の流れ（一例）
●防災講話（40分）
　・自衛隊の役割及び活動内容
　・近年の主な災害派遣活動
　・地震発生時の的確な行動について
●体験的学習（格闘訓練・止血法・ロープワーク等)
●装備品展示（車両・人命救助セット等）
　※３項目を各20分ローテーションでやることが多い｠（60分）
※　上記項目を一例として、ご要望に応じ、ご相談・調整等承ります。お気軽にご連絡、ご相談してください。
　　ご連絡は　⇒　秋田地本募集課まで！　☎　018-823-5404

　防災講話等を通じて、防災意識の高揚、地域の
皆様の安心・安全に貢献するため、実際に災害派
遣活動に従事した自衛官が現場での教訓をもと
に、災害への備え、災害発生時における行動に関
しての注意事項、救急法等…いざという時に必ず
役立つ知識をご紹介します。

【秋田地本の活動紹介】　各学校において防災講話を実施
『令和５年度防災講話を実施した学校等（14校、２園）』

由利本荘市立東由利中学校
【令和５年９月６日】

能代市立能代第二中学校
【令和５年10月13日】

防災講話
（由利本荘地域事務所長　大川　２等陸尉）

止血法
（募集課　後藤　空曹長）

展示車両搭乗体験
（第21普通科連隊）

展示車両搭乗体験
（第21普通科連隊）

土のう作成について指導
（第357施設中隊隊員）

ロープワーク
（能代地域事務所　佐々木　２等陸曹）

土のう作成について展示
（第357施設中隊隊員） 防災講話

（能代地域事務所長　古川　１等海尉）

土のう作成について説明
（第357施設中隊隊員）土のう作成する生徒さん

ロープワーク
（募集課　高橋　１等海曹）

由利工業㈱

由利本荘市西目町沼田字
新道下2－659

☎0184-33-2140

にかほ市平沢字坪貝49－5

☎0184-36-2971

㈱巴コーポレーション
東北支店　秋田営業所

大仙市長野字神林１60

☎0187-56-4356

㈲中仙施設工業

秋田市中通１－３－5

☎018-834-1141

秋田市山王7－9－35



（7）令和６年１月１日 あきた季報 第 3号

　この度、８月１日付で能代地域
事務所に広報官として配置になり
ました。秋田地本での勤務は６年
ぶり２度目で３つ目の地域事務所
勤務になります。募集環境が年々
変化してきているので、過去の経
験を活かしつつ、常に新鮮な気持
ちで任務に邁進していきます。

【階　級】２等陸曹
【職　種】施設科
【出身校】秋田工業高校
　　　　　中央大学
【趣　味】ラグビー

能代地域事務所
広報官　佐々木　利哉（ささき　としや）

（Ｒ５．８～）

能代地域事務所 TEL：0185-52-0768
能代市末広町4-20　能代合同庁舎１階

　８月１日から大館出張所で勤務
しています。勤務する大館市は秋
田犬発祥の地と聞いております。
犬が苦手なので、一日でも早く犬
に馴れ、数年後には「好きな動物
は犬」と言えるよう精一杯頑張り
ますのでご支援・ご協力をよろし
くお願いします。

【階　級】１等陸曹
【職　種】施設科
【出身校】男鹿工業高校
【趣　味】散歩

（Ｒ５．８～）

大館出張所
広報官　渡部　文義（わたなべ　ふみよし）

大館出張所 TEL：0186-42-1398
大館市字中町５番地　旧正札竹村ビル３階

　駆け出しの新米広報官ですが、
「やる気」「元気」「笑顔」で頑張
りますので、ご指導よろしくお願
いします。また、見かけた際は気
軽にお声をかけて下さい。

【階　級】２等海曹
【職　種】射撃員（127mm,76mm専門）
【出身校】男鹿海洋高校
【趣　味】仕事（Ｒ５．９～）

秋田募集案内所
広報官　大川　富長（おおかわ　とみなが）

秋田募集案内所 TEL：018-834-5000
秋田市中通５丁目9-16　東北森林管理局庁舎２階

横手地域事務所 TEL：0182-32-3920
横手市本町2-9　横手法務合同庁舎１階

大仙地域事務所 TEL：0187-63-1313
大仙市大曲住吉町1-45　大曲合同庁舎１階

由利本荘地域事務所 TEL：0184-22-3479
由利本荘市給人町17　本荘合同庁舎４階

新配置広報官の紹介

秋田市中通３－１－41

☎018-833-4211

秋田市中通2－6－1

☎018-832-1111

岩手県盛岡市盛岡駅前通16－21
盛岡駅前通ビル６F

☎019-626-3441

アサヒビール㈱
北東北支社

秋田市中通2－5－21

☎018-832-9212

秋田市山王３丁目2－1

☎018-863-1212

防災講話の流れ（一例）
●防災講話（40分）
　・自衛隊の役割及び活動内容
　・近年の主な災害派遣活動
　・地震発生時の的確な行動について
●体験的学習（格闘訓練・止血法・ロープワーク等)
●装備品展示（車両・人命救助セット等）
　※３項目を各20分ローテーションでやることが多い｠（60分）
※　上記項目を一例として、ご要望に応じ、ご相談・調整等承ります。お気軽にご連絡、ご相談してください。
　　ご連絡は　⇒　秋田地本募集課まで！　☎　018-823-5404

　防災講話等を通じて、防災意識の高揚、地域の
皆様の安心・安全に貢献するため、実際に災害派
遣活動に従事した自衛官が現場での教訓をもと
に、災害への備え、災害発生時における行動に関
しての注意事項、救急法等…いざという時に必ず
役立つ知識をご紹介します。

【秋田地本の活動紹介】　各学校において防災講話を実施
『令和５年度防災講話を実施した学校等（14校、２園）』

由利本荘市立東由利中学校
【令和５年９月６日】

能代市立能代第二中学校
【令和５年10月13日】

防災講話
（由利本荘地域事務所長　大川　２等陸尉）

止血法
（募集課　後藤　空曹長）

展示車両搭乗体験
（第21普通科連隊）

展示車両搭乗体験
（第21普通科連隊）

土のう作成について指導
（第357施設中隊隊員）

ロープワーク
（能代地域事務所　佐々木　２等陸曹）

土のう作成について展示
（第357施設中隊隊員） 防災講話

（能代地域事務所長　古川　１等海尉）

土のう作成について説明
（第357施設中隊隊員）土のう作成する生徒さん

ロープワーク
（募集課　高橋　１等海曹）

由利工業㈱

由利本荘市西目町沼田字
新道下2－659

☎0184-33-2140

にかほ市平沢字坪貝49－5

☎0184-36-2971

㈱巴コーポレーション
東北支店　秋田営業所

大仙市長野字神林１60

☎0187-56-4356

㈲中仙施設工業

秋田市中通１－３－5

☎018-834-1141

秋田市山王7－9－35
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援
護
課
は
、
令
和
５
年
10
月
７
日
（
土
）
秋
田
駐
屯
地
に
お

い
て
即
応
予
備
自
衛
官
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
の
皆
様
を
招

き
、
即
応
予
備
自
衛
官
の
訓
練
等
指
定
部
隊
で
あ
る
第
38
普
通

科
連
隊
（
連
隊
長
　
廣
田
耕
士
郎
１
陸
佐
）
の
支
援
を
受
け
、

即
応
予
備
自
衛
官
の
訓
練
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
の
必
要
性
の
理
解
及
び
企
業

に
お
い
て
訓
練
に
出
頭
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
醸
成
す
る
た

め
に
実
施
し
、
２
社
３
名
の
即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企
業
主
等

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
訓
練
の
概
要
説
明
を
受
け
た
後
に
、
装
備
品
（
防

弾
チ
ョ
ッ
キ
）等
の
試
着
、携
行
食（
野
外
で
の
食
料
）の
説
明
、

高
機
動
車
へ
の
体
験
搭
乗
、
戦
闘
行
動
等
の
訓
練
見
学
、
隊
員

食
堂
で
の
喫
食
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
第
38
普
通
科
連
隊
の
詳
細
な
説
明
の
も
と
、
普
段
目
に
す
る

こ
と
の
な
い
訓
練
の
研
修
等
を
通
じ
、
即
応
予
備
自
衛
官
制
度

の
理
解
及
び
必
要
性
等
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
雇
用
企
業
主
等
の
参
加
者
の
拡
大
を
図
り
、
予
備
自

衛
官
等
の
制
度
の
普
及
、
雇
用
企
業
と
の
連
携
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
援
護
課
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
５
年
７
月
18
日
、
令

和
５
年
度
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
任
期
制
隊
員
及
び
定
年
退
職

を
迎
え
る
若
年
定
年
制
隊
員
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
説
明
会
は
、
一
般
財
団
法
人
自
衛
隊
援
護
協
会
が
主
催
、

自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
が
担
任
し
、
雇
用
協
力
企
業
等
に
よ
る

説
明
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
退
職
予
定
隊
員
の
具
体
的

な
再
就
職
準
備
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
任
期
満
了
退
職
予
定
隊
員
14
名
、
定
年
退
職
予
定
隊

員
４
名
に
対
し
、企
業
18
社
に
よ
る
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
隊
員
は
面
談
計
画
に
従
い
、
会
場
の
各
企
業
ブ
ー
ス

で
業
務
内
容
等
の
説
明
を
真
剣
に
聞
き
入
れ
、
積
極
的
に
質
問

し
て
再
就
職
に
臨
む
熱
意
を
前
面
に
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
説
明
会
の
ほ
か
に
年
間
を
通

じ
て
退
職
予
定
隊
員
が
希
望
す
る
企
業
見
学
等
を
実
施
し
、
よ

り
具
体
的
な
再
就
職
へ
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
主
と
し
て
自
衛
官
未
経
験
者
を
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
採
用

し
、
所
定
の
教
育
訓
練
を
経
た
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用

す
る
制
度
で
す
。

　
予
備
自
衛
官
補
は
、
一
般
（
駐
屯
地
の
警
備
や
後
方
支
援
等

の
任
務
）
と※

技
能
（
医
療
従
事
者
、語
学
要
員
等
）
の
２
コ
ー

ス
あ
り
ま
す
。

　教
育
訓
練
場
所
、
期
間
、
補
償
等
も
併
せ
詳
し
い
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
は
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

予
備
自
衛
官
補
制
度

任
期
制
隊
員
（
自
衛
隊
新
卒
）
等

　
　合
同
企
業
説
明
会
を
開
催

即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企
業
主
等
に
対
し

　
　即
応
予
備
自
衛
官
訓
練
を
公
開

採用試験は毎年４月（状況に応じ10月）に行われます。

医師、看護師、薬剤師、臨床心理士など
英語、中国語、ロシア語など
自動車整備士
総合無線通信士、陸上無線技術士など
電気主任技術者
建築士、測量士など

18歳以上 34歳未満
18歳以上で保有する資格に応じ 53～ 55歳未満

技能区分
衛　　生
語　　学
整　　備
通　　信
電　　気
建　　設

技　能　の　資　格
※「技能」の資格

予備自衛官補の採用資格等
一　　般
技　　能

上記のほか、保育士、弁護士、司法書士、エンバーマー、情
報処理安全確保支援士、システムアナリスト、放射線取扱主
任者、海技士（航海・機関）など他にもあります。

装備品試着体験

即応予備自衛官訓練見学

企業説明

合同企業説明会参加隊員

㈱住建トレーディング

秋田市楢山川口境
７－19

☎018-836-6808

秋田市山王２－１－43

☎018-896-1670

秋田市山王２－１－43

☎018-865-0564

秋田市大町３－３－15

☎018-862-8421

秋田支店

日吉神社

秋田市新屋日吉町
10－67

☎018-828-3033
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援
護
課
は
、
令
和
５
年
10
月
７
日
（
土
）
秋
田
駐
屯
地
に
お

い
て
即
応
予
備
自
衛
官
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
の
皆
様
を
招

き
、
即
応
予
備
自
衛
官
の
訓
練
等
指
定
部
隊
で
あ
る
第
38
普
通

科
連
隊
（
連
隊
長
　
廣
田
耕
士
郎
１
陸
佐
）
の
支
援
を
受
け
、

即
応
予
備
自
衛
官
の
訓
練
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
の
必
要
性
の
理
解
及
び
企
業

に
お
い
て
訓
練
に
出
頭
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
醸
成
す
る
た

め
に
実
施
し
、
２
社
３
名
の
即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企
業
主
等

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
訓
練
の
概
要
説
明
を
受
け
た
後
に
、
装
備
品
（
防

弾
チ
ョ
ッ
キ
）等
の
試
着
、携
行
食（
野
外
で
の
食
料
）の
説
明
、

高
機
動
車
へ
の
体
験
搭
乗
、
戦
闘
行
動
等
の
訓
練
見
学
、
隊
員

食
堂
で
の
喫
食
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
第
38
普
通
科
連
隊
の
詳
細
な
説
明
の
も
と
、
普
段
目
に
す
る

こ
と
の
な
い
訓
練
の
研
修
等
を
通
じ
、
即
応
予
備
自
衛
官
制
度

の
理
解
及
び
必
要
性
等
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
雇
用
企
業
主
等
の
参
加
者
の
拡
大
を
図
り
、
予
備
自

衛
官
等
の
制
度
の
普
及
、
雇
用
企
業
と
の
連
携
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
援
護
課
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
５
年
７
月
18
日
、
令

和
５
年
度
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
任
期
制
隊
員
及
び
定
年
退
職

を
迎
え
る
若
年
定
年
制
隊
員
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
説
明
会
は
、
一
般
財
団
法
人
自
衛
隊
援
護
協
会
が
主
催
、

自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
が
担
任
し
、
雇
用
協
力
企
業
等
に
よ
る

説
明
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
退
職
予
定
隊
員
の
具
体
的

な
再
就
職
準
備
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
任
期
満
了
退
職
予
定
隊
員
14
名
、
定
年
退
職
予
定
隊

員
４
名
に
対
し
、企
業
18
社
に
よ
る
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
隊
員
は
面
談
計
画
に
従
い
、
会
場
の
各
企
業
ブ
ー
ス

で
業
務
内
容
等
の
説
明
を
真
剣
に
聞
き
入
れ
、
積
極
的
に
質
問

し
て
再
就
職
に
臨
む
熱
意
を
前
面
に
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
説
明
会
の
ほ
か
に
年
間
を
通

じ
て
退
職
予
定
隊
員
が
希
望
す
る
企
業
見
学
等
を
実
施
し
、
よ

り
具
体
的
な
再
就
職
へ
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
主
と
し
て
自
衛
官
未
経
験
者
を
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
採
用

し
、
所
定
の
教
育
訓
練
を
経
た
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用

す
る
制
度
で
す
。

　
予
備
自
衛
官
補
は
、
一
般
（
駐
屯
地
の
警
備
や
後
方
支
援
等

の
任
務
）
と※

技
能
（
医
療
従
事
者
、語
学
要
員
等
）
の
２
コ
ー

ス
あ
り
ま
す
。

　教
育
訓
練
場
所
、
期
間
、
補
償
等
も
併
せ
詳
し
い
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
は
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

予
備
自
衛
官
補
制
度

任
期
制
隊
員
（
自
衛
隊
新
卒
）
等

　
　合
同
企
業
説
明
会
を
開
催

即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企
業
主
等
に
対
し

　
　即
応
予
備
自
衛
官
訓
練
を
公
開

採用試験は毎年４月（状況に応じ10月）に行われます。

医師、看護師、薬剤師、臨床心理士など
英語、中国語、ロシア語など
自動車整備士
総合無線通信士、陸上無線技術士など
電気主任技術者
建築士、測量士など

18歳以上 34歳未満
18歳以上で保有する資格に応じ 53～ 55歳未満

技能区分
衛　　生
語　　学
整　　備
通　　信
電　　気
建　　設

技　能　の　資　格
※「技能」の資格

予備自衛官補の採用資格等
一　　般
技　　能

上記のほか、保育士、弁護士、司法書士、エンバーマー、情
報処理安全確保支援士、システムアナリスト、放射線取扱主
任者、海技士（航海・機関）など他にもあります。

装備品試着体験

即応予備自衛官訓練見学

企業説明

合同企業説明会参加隊員

㈱住建トレーディング

秋田市楢山川口境
７－19

☎018-836-6808

秋田市山王２－１－43

☎018-896-1670

秋田市山王２－１－43

☎018-865-0564

秋田市大町３－３－15

☎018-862-8421

秋田支店

日吉神社

秋田市新屋日吉町
10－67

☎018-828-3033

（自衛官６名、事務官等２名）
202
4

大館出張所　広報官　山内　絵琴（やまうち　えこと）

出身地　秋田県大館市

出身校　秋田県立大館鳳鳴高校

2024年の抱負
　何事も初心に帰りつつ、変化を求め、今年も
笑顔で成長し続けます‼

大館出張所　副所長 兼 広報官　米澤　洋一（よねざわ　よういち）

出身地　秋田県北秋田市

出身校　秋田経済法科大学附属高校
（現：明桜高校）

2024年の抱負
　2024年の抱負は『昇竜』がごとく飛躍の年
になるよう１年間頑張っていきたいと思います。

総務課　運用班長　田口　崇（たぐち　たかし）

出身地　秋田県大仙市

出身校　秋田経済法科大学附属高校
（現：明桜高校）
秋田経済法科大学
（現：ノースアジア大学）

2024年の抱負
　何事も明るく楽しく元気よく、感謝の気持
ちを忘れずに。
　体形維持のために一日一汗！

自衛隊秋田地方協力本部長　上村　宗顕（うえむら　としあき）

出身地　愛知県稲沢市

出身校　愛知県立西春高校
防衛大学校（42期）

2024年の抱負
　まだまだ先の事と思っていた還暦まであと
一巡。不惑の境地にも至っておりませんが精
進したいと思います。

秋田募集案内所　広報官　山谷　潤子（やまや　じゅんこ）

出身地　秋田県秋田市

出身校　聖霊女子短期大学付属高校
聖園学園短期大学

2024年の抱負
　笑顔・元気・楽しく‼
　自衛隊の魅力を発信しながら「未来の自衛
官」と「おいしいランチ」の発掘を今年も精一
杯頑張ります‼

能代地域事務所 広報官　佐々木　利哉（ささき　としや）

出身地　秋田県秋田市

出身校　秋田県立秋田工業高校

2024年の抱負
　年男で地元の秋田勤務できることに感謝
しつつ、昇り龍となり秋田地本の力になれる
年にしたいです。
　健康第一！

由利本荘地域事務所　副所長 兼 広報官　齋藤　友和（さいとう　ともかず）

出身地　秋田県由利本荘市

出身校　秋田県立西目高校

2024年の抱負
　たくさんの方に自衛隊の魅力を伝え
　つくす2024年にするため
　どんどんはたらいて
　しっかり休み、１年間頑張っていきたいと
思います。

援護課　予備自衛官班長　五十嵐　淳（いからし　じゅん）

出身地　山形県鶴岡市

出身校　山形県立鶴岡工業高校

2024年の抱負
　早いもので還暦です！
まずは「健康第一」、でも晩酌とタバコはやめ
られないかな！

秋田地本 年男・年女の紹介

秋田市川尻町字大川反
233－49

☎018-862-5555☎018-896-5100

秋田市川尻町字大川反
233－49

☎018-824-0048

㈱コスモス設計

秋田市川尻町字大川反
233－49

☎018-863-3366

㈱東北企画
秋田市川尻町字大川反

233－49
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　あなたの持つ疑問や不安におこたえします！
　お気軽に自衛隊秋田地方協力本部またはお近くの事務所等へ
お問い合わせください！！ご希望の日時、場所での出張説明も
常時対応しております。

問い合わせ先：自衛隊秋田地方協力本部 募集課 　Tel：018-823-5404

秋田地本ホームページ 秋田地本 Instagram 自衛官募集ホームページ

人
事
異
動

　【
転
　
　
出
】　
令
和
５
年
７
月
27
日
付

　
　
　
　
　
　
　
１
等
海
尉
　
竹
内
　
裕
一
（
大
館
出
張
所
長
か
ら
父
島
基
地
分
遣
隊
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
８
月
１
日
付

　
　
　
　
　
　
　
１
等
陸
尉
　
鈴
木
　
　
明
（
総
務
課
か
ら
第
21
普
通
科
連
隊
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
陸
曹
長
　
　
大
森
　
寿
彦
（
総
務
課
か
ら
第
９
後
方
支
援
連
隊
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
１
等
陸
曹
　
奈
良
　
高
領
（
大
館
出
張
所
か
ら
第
39
普
通
科
連
隊
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
２
等
陸
曹
　
梅
田
　
一
貴
（
能
代
地
域
事
務
所
か
ら
第
38
普
通
科
連
隊
へ
）

　【
転
　
　
入
】　
令
和
５
年
８
月
１
日
付

　
　
　
　
　
　
　
２
等
陸
尉
　
佐
藤
　
朋
弥
（
第
11
施
設
群
か
ら
募
集
課
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
２
等
陸
尉
　
田
口
　
　
崇
（
第
６
師
団
司
令
部
付
隊
か
ら
総
務
課
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
１
等
陸
曹
　
渡
部
　
文
義
（
第
11
施
設
群
か
ら
大
館
出
張
所
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
２
等
陸
曹
　
佐
々
木
利
哉
（
第
10
施
設
群
か
ら
能
代
地
域
事
務
所
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
２
等
陸
曹
　
鈴
木
　
大
樹
（
第
21
普
通
科
連
隊
か
ら
総
務
課
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
２
等
陸
曹
　
渡
辺
　
信
作
（
第
21
普
通
科
連
隊
か
ら
総
務
課
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
９
月
20
日
付

　
　
　
　
　
　
　
２
等
海
曹
　
大
川
　
富
長
（
護
衛
艦
ま
き
な
み
か
ら
秋
田
募
集
案
内
所
へ
）

　【
部
内
異
動
】　
令
和
５
年
11
月
１
日
付

　
　
　
　
　
　
　
２
等
陸
曹
　
高
橋
　
伸
子
（
秋
田
募
集
案
内
所
か
ら
大
仙
地
域
事
務
所
へ
）

　【
定
年
退
職
】　
令
和
５
年
７
月
22
日
付

　
　
　
　
　
　
　
１
等
陸
曹
　
今
野
　
武
志
（
総
務
課
）

　６
月
26
日
付
で
、
自
衛
隊
秋
田
地
方

協
力
本
部
能
代
地
域
事
務
所
長
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
古
川
で
す
。
出
身

は
、
岩
手
県
釜
石
市
で
す
。
海
上
自
衛

官
と
し
て
入
隊
以
降
東
北
勤
務
は
初

で
、
地
方
協
力
本
部
と
し
て
募
集
・
広

報
活
動
に
従
事
す
る
の
も
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

　初
挑
戦
が
続
き
ま
す
が
、
自
衛
隊
の

窓
口
と
し
て
、
県
民
の
皆
様
の
ご
期
待

に
添
え
る
よ
う
所
員
一
丸
と
な
り
職

務
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新
能
代
地
域
事
務
所
長
　古
川
　太
己

ブルー・インパルス折り鶴　絶賛公開中！

ブルー・インパルス折り鶴
ダウンロードはこちら　


